

































































































































49 ( 16.7) 

















26 ( 10.6) 
94 ( 38.4) 







1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年
文献数(%) 文献数(%) 文献数(%) 文献数(%) 文献数(%) 文献数(%)
家族を資源とするとらえ方 1 ( 5.0) 12 ( 16.0) 4 ( 7.3) 5 ( 8.9) 3 ( 10.3) 1 ( 10.0) 
家族を対象とするとらえ方 8 ( 40.0) 32 ( 42.7) 28 ( 50.9) 18 (32.1) 4 ( 13.8) 4 ( 40.0) 
その他 11 ( 55.0) 31 ( 41.3) 23 ( 41.8) 33 (58.9) 22 ( 75.9) 5 ( 50.0) 
調査 4 ( 20.0) 14 ( 18.7) 14 ( 25.5) 20 (35.7) 12 ( 41.4) 2 ( 20.0) 
ーー 『ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー一一一一一ー-ーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーー 一ー一一ーーーーー
関わり・役割 4 ( 20.0) 2 ( 2.7) 3 ( 5.5) 2 ( 3.6) o ( 0.0) o ( 0.0) 
ーーーーーーーーーーーーーーーー・幅一ーーー-ーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー 一ー一一------ーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー
アセスメント 2 ( 10.0) 3 ( 4.0) 2 ( 3.6) o ( 0.0) 2 ( 6.9) 1 ( 10.0) 
ーーーーーーーーーーーー -ー-一一一ー-ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー 一ー一ー-一一一ー一一一一一一一一ー 一一一一一ー一一一一ー骨ー ーーーー-ー一一ー一ーーー ーーーーーーーーーーーーー
ケア・技術 o ( 0.0) o ( 0.0) 1 ( 1.8) 4 ( 7.1) 1 ( 3.4) o ( 0.0) 
ーー 『ーーーーーーーーーーーーーー一一一一一ーーー一一 ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー 一一一一一一一ー一一一一一 一一一一一一ー一一一一一ー ーーーーーーーーーー -ー-
母子関係 o ( 0.0) 5 ( 6.7) 1 ( 1.8) 3 ( 5.4) o ( 0.0) o ( 0.0) 
家族の役割
ーーーーーー一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー一一一ー一一一一ーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー
総論 o ( 0.0) 5 ( 6.7) 2 ( 3.6) 4 ( 7.1) 7 ( 24.1) 2 ( 20.0) 
ーーーーーーーー 一ーー一一ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー 一ー一一一 ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー
その他 1 ( 5.0) 2 ( 2.7) o ( 0.0) o ( 0.0) o ( 0.0) o ( 0.0) 










は、 1993年8件、 1994年32件、 1995年28件、 1996年
18件、 1997年4件、 1998年4件であった。家族を資源
としてとらえている文献は、 1993年l件、 1994年12
件、 1995年4件、 1996年5件、 1997年3件、 1998年l件
であった。その他は1993年20件、 1994年75件、 1995









10 ( 10.6) 
75 ( 79.8) 
























































否認 -母親の本音を聞くために働きカヰすの機会を多くする。 -感情表出をはかるための -否認の感情が医療者
-面会市司を配慮し、子どもとの倒虫が多くもてるようにする。 環境づくり、交換ノートの にむけられていること
-両親の気持ちに対して受割句な態度で按する。 実庖 を理解できなかったも
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